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校 章 の い わ れ 
 

造形，それは言葉の尽きたところから始まる。 

セザンヌは， 

あらゆる物体は三角と四角と丸に還元される，と 

喝破した。 

しかしそれも 

セザンヌのあの見事な構成があってこそ彼の言葉

が世界の美術史上に古典たり得た。 

二つの交わった円、それは二つの宇宙。 

一つの円、それは未来永劫に不変であり、無限大

の宇宙。 

一つの円、それは人間の叡智。学的体系は遂にこ

の計り知れない無限大の宇宙に対立した。 

一つの四角、それは対立した二つの宇宙観を統一

し、融和しようと努力する人類の究極の場。学問

と芸術。その体系。 

一つの三角、それは対立した二つの宇宙観、これ

を統一し融和しようとする人類の叡智の決勝点。 

理想の座。 

理想こそ人類の栄光であれ。 
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校     旗 

 

 

 
寸 法 1,170×900 mm 

 染 指定黄色無地美術京染 

校 章 本銀系浮出加工 

モール オランダ金モール 15cm 9mm 巾 

引ひも 本金系飾房つき 

旗 竿 樫木地本漆溜塗 

旗 頭 校章三面彫刻銀色仕上 
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教 育 目 標 

１ 豊かな人間性の育成 

２ 工業技術者としての知識・技 

能・態度の養成 

３ 健康の増進と体力の向上 

 

 

実践上の努力点 

１ 和を学ぶこと。 

２ 努力を惜しまぬこと。 

３ 責任を重んずること。 

４ 規律正しい生活をすること。 
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校    歌 
 

大 木 惇 夫 作詞 

箕 作 秋 吉 作曲 
 

 

   か ん ば ら  へ い や    め  ぐら し  て       お お し  く 

 

 

   た て る   わ  がま な  び  や    ち  の   い ず み   ぎじゅつ の 

 

 

    と も し  ー  わ こ う  ど  わ れ ら   きょ う わ  を  ち  かい 

 

 

    し ん こう  の い きに    も ー え ー  た  り   に いつ    に い つ 

 

 

    こ  う ぎょ う  こ うこう   こ う ぎょ  う    を も て    ひ  とを え 

 

 

   き   せ ん      か  た    く  みて    て   を と  りて   あ  あ 

 
 
 
 
 

♭ 

♭ 

♭ 
v 

 

♭ 

♭ 
v 

♭ 
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校    歌 
作詞 大 木 惇 夫 

作曲 箕 作 秋 吉  
１ 蒲原平野めぐらして 

雄々しく起てるわが学び舎 

智の泉 技術の灯 

若人われら協和を誓い 

新興の意気に燃えたり 

新津 新津 工業高校 

工業をもて 人を益せん 

肩くみて手をとりて ああ 

 

２ みどりは深き 秋葉山 

望みて楽し わがふるさと 

めぐまるる土の豊けさ 

若人われら 努めてやまず 

文教の都市を 背負えり 

新津 新津 工業高校 

工業をもて 国に尽くさん 

誠もて 気概もて ああ 

 

３ 流れも澄みし 阿賀野川 

掬みてぞ純し わが友どち 

輝ける未来を想う 

若人われら 責任重く 

産業の都市に 備えり 

新津 新津 工業高校 

工業をもて 永遠に貢がん 

肩くみて 手をとりて ああ 
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応 援 歌（第一） 

１ 実れる平野 この地に育ち 

力強く生きゆく我ら 

勝利へ 勝利、勝利へ向い 

スクラム組んで、進むのだ 

ああ 新津、新津工業 

２ 豊かな新津 この地に育ち 

未来に夢を 託した我ら 

勝利に 勝利、勝利を重ね 

輝く伝統 築くのだ 

ああ 新津、新津工業 

 

応 援 歌（第二） 

１ 母校の名誉 双肩に 

担う我らの 選手らが 

闘志燃やせば 敵はなく 

勝利は我らの 内にあり 

 

２ 母校の名誉 その腕に 

奮う我らの 選手らが 

進むところに 敵はなく 

勝利は 我らの 内にあり 
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